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人の、風。人の、声

矢
部
小
学
校
３
・
４
年
生
、
矢

部
中
学
校
全
校
生
徒
69
人
に
よ
る

八
女
津
媛
神
社
「
浮
立
」
の
公
開

が
11
月
19
日
㈯
、
矢
部
ま
つ
り
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
は
八
女

津
媛
神
社
に
伝
わ
る
県
指
定
民
俗

無
形
文
化
財
で
、
近
年
は
５
年
ご

と
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
中
学

校
で
は
豊
か
な
感
性
や
郷
土
へ
の
誇

り
を
育
て
る
た
め
、
平
成
３
年
か
ら

郷
土
学
習
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

夏
休
み
か
ら
、「
浮
立
保
存
会
」

の
指
導
の
も
と
、
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
今
年
も
３
年
生
が
少
な

い
の
で
、
１
・
２
年
生
が
大
役
を
受

け
持
ち
ま
し
た
。
特
に
、
太
鼓
担
い

は
、
重
い
太
鼓
を
担
い
な

が
ら
、
演
技
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。初
め
は
、

体
力
が
な
か
っ
た
１
年
生

も
、
本
番
で
は
し
っ
か
り

と
大
役
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

夏休みからの練習の成果を発揮し見事な「浮立」を演じました

（上）日ごろの練習の成
果を披露した笠原小児童

（左）「鬼一法眼三略巻」
五条橋の段の一場面

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
旭
座
人
形
芝
居

本
公
演
が
11
月
３
日
㈷
、
旭
座
人
形
芝
居
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
と
地
域
の
息
災
延
命
を
願
う

「
寿こ

と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
」
で
幕
を
開
け
た
公
演
。
笠

原
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
児
童
ら
が
生

き
別
れ
た
母
と
娘
の
再
会
と
別
れ
を
描
い
た

「
傾け

い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
を
熱
演
。
最
後

に
「
鬼

き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の
ま
き

一
法
眼
三
略
巻
」
五
条
橋
の
段
を
同
保
存

会
員
ら
が
披
露
。
太
夫
と
操
り
の
息
の
合
っ
た
演

技
に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
２
５
０
人
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
も
出

演
す
る
第
６
回
九
州
人
形
芝
居

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
九
州
各
地
（
熊
本
・
大
分
・

長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
）
の
人
形
浄

瑠
璃
保
持
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

伝
統
芸
能
の
技
を
披
露
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
１
月
29
日
㈰

◦
開
演
＝
10
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
出
演
団
体

▽
清
和
文
楽
人
形
芝
居
保
存
会

（
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
）

▽
皿
山
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

（
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
）

▽
唐
津
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

（
佐
賀
県
唐
津
市
）

▽
北
原
人
形
芝
居
保
存
会

（
大
分
県
中
津
市
）

▽
今
津
人
形
芝
居
保
存
会

（
福
岡
市
）

▽
勝
浦
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

（
福
津
市
）

▽
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会

（
八
女
市
）

▽
笠
原
小
学
校
児
童（
八
女
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化

振
興
係
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
を
演
じ
る

第
６
回

九
州
人
形
芝
居

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

旭
座
人
形
芝
居
本
公
演

矢
部
小
・
中
学
校
「
浮
立
」
公
開

入場
無料



全日本きんま選手権大会（一般の部）
優 勝 大学院B 17秒27
２ 位 Big フット 17秒40
３ 位 ハンドメイドログハウスB-nest 17秒67

全日本きんま選手権大会（レディースの部）
優 勝 どどすこボンバー 17秒52
２ 位 女学院A 17秒91
３ 位 パワフル☆ポン 17秒91

※２位と３位が同タイムのため２位決定戦を行い順位を決定
小学校4年生以下の部
優 勝 ＮＭＢ－Ｃ 17秒56
２ 位 アカツキ 17秒83
３ 位 トンネルズ 20秒51

小学校6年生以下の部
優 勝 無限大２（ツー） 16秒62
２ 位 広川柔道Bチーム 17秒29
３ 位 FC上陽 18秒68

【パフォーマンス大賞】ほねマッチョ 【パフォーマンス
賞】八女学モリモリ隊 ／久留米大学キンマグラックス
Ａ／八女学院吹奏楽部チームもやし／ショッカーレボ
リューション【特別賞】八女市商工会長賞＝Ｔｅａｍ 
ヤメ６／八女上陽森林組合長賞＝久留米大学キンマ
グラックスＢ／ＪＡふくおか八女上陽地区センター長
賞＝ラガ☆キャン娘【斉藤ふみ賞】中央♡ラバーズ

八
女
上
陽
ま
つ
り
が
11
月
12
日
㈯

13
日
㈰
の
二
日
間
、
上
陽
町
春

の
山
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
土
曜
日
は
小
学
生
た
ち
が
、

日
曜
日
は
大
人
た
ち
が
き
ん
ま
レ
ー
ス

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
般
の
部
で
は
４
０

０
㌔
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
は
２
０
０
㌔

の
俵
を
き
ん
ま
に
乗
せ
、
４
２
・
１
９

５
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
市
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
力
自
慢
ら
が
引
っ
張
り
、
速
さ

を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
チ
ー
ム
の
さ

ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
は
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
で
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
、八
女
・
奥

八
女
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

第24回
八女上陽まつり

八
女
の

一
般
の
部
優
勝
　
大
学
院
Ｂ

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
優
勝
　
ど
ど
す
こ
ボ
ン
バ
ー

▲八女上陽森林組合長
賞の久留米大学キンマグ
ラックスＢ▶パフォーマン
ス大賞のほねマッチョ

斉藤ふみ賞の中央♡ラバーズ
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八
女
矢
部
ま
つ
り
が
11
月
19
日
㈯
、

20
日
㈰
の
二
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
土
曜
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

民
謡
や
太
鼓
の
演
奏
、
矢
部
小
の
児
童

や
中
学
校
生
徒
が
夏
休
み
か
ら
練
習
し

て
き
た
八
女
津
媛
神
社
の
浮
立
、コ
ケ
ッ

コ
競
鶏
レ
ー
ス
や
丸
太
切
り
競
争
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
特
産
物
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
矢
部
村

の
特
産
物
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

が
11
月
６
日
㈰
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
朝
方
の
雨
も
イ
ベ
ン
ト

開
始
時
に
は
あ
が
り
予
定
ど
お
り

始
ま
っ
た
祭
り
。
昼
前
に
高
見
盛

関
な
ど
東
関
部
屋
が
来
場
し
、
も

ち
つ
き
、
も
ち
ま
き
、
子
ど
も
た

ち
と
の
ぶ
つ
か
り
稽
古
と
、
関
取

を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
だ
か

り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒

木
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
、
石
油

発
動
機
運
転
会
、
手
作
り
は
が
き

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
物
産
展
で

は
、
黒
木
の
特
産
物
を
買
い
求
め

る
人
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
女
星
の
ま
つ
り
が
11
月
５
日
㈯
～
６

日
㈰
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
な
ど
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
ｗ
ａ
ｉ

ｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り
で
は
、
星
野
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
や
星
野
小
学
校
「
星

野
太
鼓
」
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
二
日
目
は
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
行
わ
れ
、
九
州
で
活
躍
す
る
13
団

体
が
参
加
し
、
星
野
の
山
あ
い
に
勇
壮
な

太
鼓
の
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶

の
入
れ
方
講
座
や
お
茶
の
手
も
み
実
演
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
・
参
加
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
27
回

八
女
矢
部
ま
つ
り

第25回
八女くろぎふるさと祭り

第
27
回

八
女
星
の
ま
つ
り

▲人気の高見盛 ぶつかり稽古では
おもしろい動きや表情で会場を沸
かせます▶物産展の一角では子ど
もたちがヤマメのつかみ取りに挑戦

▶ステージでは子ども
たちが元気な踊りを披
露▼ 13 団体が見事な
ばちさばきで力強い太
鼓の音を響かせました

▲飯干太鼓振興会による太鼓の
演奏◀矢部まつり恒例で人気の
コケッコ競鶏レース

広報やめ　2011.12.153
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人
は
日
常
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス
は
必
ず
存
在
し
、

適
度
な
ス
ト
レ
ス
を
バ
ネ
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
が
大
き
す
ぎ
た

り
、重
な
っ
た
り
、長
く
続
い
た
り
す
る
と
「
こ
こ
ろ
」

や
「
か
ら
だ
」
に
変
調
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

ゆ
う
う
つ
な
気
分
や
、
楽
し
め
な
い
状
態
が
２
週

間
以
上
続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
く

る
場
合
「
う
つ
病
」
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

脳
の
変
調
に
よ
る
病
気
で
あ
り
、
単
に
や
る
気
が
な

い
わ
け
で
も
、
怠
け
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
う
つ
病
は
こ
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、か
ら
だ
に
も
変
化

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」よ
り
も「
か

ら
だ
の
サ
イ
ン
」の
方
が
自
分
で
は
気
づ
き
や
す
い
よ

う
で
す
。

　

自
分
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
に
早
め
に
気

づ
い
て
、休
養
し
治
療
す
る
こ
と
が
、う
つ
病
か
ら
の

ス
ム
ー
ズ
な
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。無
理
を
せ
ず
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
参
考
資
料
〉
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
こ
こ

ろ
の
健
康
い
か
が
で
す
か
？
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋

　
「
気
持
ち
が
沈
む
・
楽
し
め
な
い
・
体
が
だ
る
い
・

夜
眠
れ
な
い
」な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、一
人
で
悩

ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♥
健
康
課
健
康
推
進
係（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

♥
黒
木
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

　

ま
た
、右
記
以
外
の
各
種
相
談
（
多
重
債
務
、労

働
上
の
問
題
等
々
）窓
口
に
つ
い
て
は
、広
報
や
め
毎

月
１
日
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１月の健康
だより

健康課健
康推進係（

☎ 23・13
52）

♥

　
成
19
年
に
10
～
20
代
を
中
心
と
し
た

年
齢
層
で｢

は
し
か
（
麻
し
ん
）｣

が

流
行
し
、
多
く
の
学
校
が
休
校
の
措
置
を
と

る
な
ど
社
会
的
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
予

防
接
種
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
期
に

一
度
、
は
し
か
や
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
た
年
長
児
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生

相
当
の
人
も
、
免
疫
を
高
め
る
た
め
再
度
の

接
種
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
期
間

内
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

接
種
対
象
者
＝

▼
年
長
児
相
当
（
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平

成
18
年
４
月
１
日
生
）

▼
中
学
１
年
生
相
当
（
平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

▼
高
校
3
年
生
相
当
（
平
成
5
年
4
月
2

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
）

接
種
期
限
＝
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
＝
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
接
種
は
無
料
（
公
費
接

種
）の
対
象
と
は
な
ら
ず
、有
料
と
な
り
ま
す
。

※
中
学
1
年
生
・
高
校
3
年
生
は
、
平
成
20

年
～
25
年
ま
で
5
年
間
の
措
置
の
た
め
、
お

の
お
の
接
種
機
会
は
今
回
の
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝

▼
健
康
課
健
康
推
進
係（
☎
２
３・１
３
５
２
）

▼
黒
木
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と

か
ら
だ
の
サ
イ
ン
は
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
窓
口

ゆ
う
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
い
る
時
は

はしか（麻しん）・風しんの接種はお済みですか？

か
ら
だ
の

サ
イ
ン

こ
こ
ろ
の

サ
イ
ン

こころにあらわれやすい変化
□  ゆううつな気分
□  何事にも興味がわかず、楽しめない
□  不安、イライラする
□  「しなければ」と思うが、おっくう
□  集中力や思考力が低下する
□  自分を責め、自分は価値がないと感じる
□  「死にたい」という考えが浮かぶ

からだにあらわれやすい変化
□  疲れやすく、だるい
□  よく眠れない、朝早く目が覚める
□  食欲がない、食べ物がおいしいと感じない
□  首や肩がこる
□  頭が重い、痛い
□  おなかの調子が悪い
□  胸がドキドキする

こんなサイン、ありませんか？

※
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
で
読
み

込
む
と
、福
岡
県
内
の
相
談
窓
口
の

電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

平
年長児

中学１年生
高校３年生
の皆さん

4　2011.12.15　広報やめ
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賢
い
食
べ
方
を
し
て

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う

［日にち］  1月17日㈫
［対象］
★1歳6か月児（平成22年6月～7月生まれ）
★3歳児（平成20年12月～平成21年1月生まれ）

乳幼児健診

黒木総合支所管内幼児健診

母子健康手帳をお持ちください。「予防接種予
診票」は家庭で記入してください。小冊子「予
防接種と子どもの健康」を事前によく読んでお
いてください。

心理士による個別相談です。対象者は年齢
を問わず、成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相談ください。
※予約制 ・健康課（☎２３・１３５２）
・黒木総合支所（☎４２・１１１４）

♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター

♥受付時間　13時30分～14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

［日にち］ 1月10日㈫
［対象］ 10か月児（平成23年3月生まれ）
［日にち］ 1月18日㈬　
［対象］ 4か月児（平成23年9月生まれ）
［日にち］ 1月24日㈫
［対象］ 1歳6か月児（平成22年7月生まれ）
［日にち］ 1月26日㈭
［対象］ 3歳児（平成21年1月生まれ）

［日にち］ 1月11日㈬、26日㈭
［受付時間］ 9時～16時　
［会場］ 八女市保健センター
［日にち］ 1月17日㈫ ［受付時間］ 9時～16時　
［会場］ 黒木地域交流センター「ふじの里」

子育てのことで、少しでも心配なことがあった
らお気軽にご相談ください。身長・体重測定
もできます。母子健康手帳をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相談
を行っています。
健康課（☎２３・１３５２）
黒木総合支所（☎４２・１１１４）

［日時］ 1月16日㈪ 　 9時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 1月19日㈭　14時～15時30分
［会場］ 上陽保健センター

［日時］ 1月20日㈮ 13時15分～14時30分
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 1月23日㈪  10時30分～11時30分
［会場］ 八女市子育て支援センター「きらきら」

［日時］ 1月12日㈭ 13時30分～14時30分
［会場］ 八女市保健センター

子育て相談

乳幼児心理相談
ポリオ予防接種

 ［対象］ 3か月以上7歳6か月未満　
 ※41日（6週間）以上の間隔をおいて2回接種
 ※次回は2月9日㈭八女市保健センター

ごっくん期（離乳食初期の５～６か月
児）についてのお話と調理を行いま
す。参加する人は、事前に健康課ま
でお申し込みください。※託児ありま
す。健康課（☎２３・１３５２）

［日時］  1月19日㈭　10時30分～13
時30分　※受付10時～

［会場］ おりなす八女研修棟
［持参品］ エプロン、三角きん、母子健
康手帳　［材料費］ 300円

［定員］ 先着15人

ベビーズクッキング（離乳食教室）

健康相談
保健師、看護師が、血圧測定・尿検査・体脂
肪測定をします。健康に関するいろいろな相
談に応じます。健康手帳をお持ちの人はご持
参ください。※電話相談も行っています。 
健康課（☎２３・１３５２）
黒木総合支所（☎４２・１１１４）

［日時］ 1月16日㈪　９時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 1月25日㈬　９時30分～11時
［会場］ 黒木地域交流センター「ふじの里」

※各地域の主任児童委員も家庭の相談に応
じています。福祉課援護係（☎ 23・1350）

宮城県の次の市町村の人で、平成23年11月から、東日本
大震災により他地域に避難している国民健康保険お

よび後期高齢者医療制度に加入されている人は、避難先で
も「特定健診」「後期高齢者健診」を受けることができます。
⃝対象者＝国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入
されている人のうち、次の市町村にお住まいだった人で、住
民票を異動せずに八女市に避難されている人。
⃝市町村名＝仙台市、石巻市、気仙沼市、塩竃市、名取市、
岩沼市、東松島市、亘理町、山元町、女川町、南三陸町
※受診を希望される人は、避難元の市町村へ連絡をしてくだ
さい（電話連絡可）。
※問い合わせとご相談も避難元の市町村が対応しています。
⃝問い合わせ＝市民課特定保健係（☎２３・１２０１）※直通

八女市に
避難してい
る宮城県の

皆様へ

避難先でも「特定健診」
「後期高齢者健診」を
受けることができます

一
度
に
ド
カ
食
い
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
食
に
わ
け
て
き
ち
ん
と

摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

夕
食
を
遅
く
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

夜
食
や
間
食
は
な
る
べ
く

取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
は
適
量
を
守
っ
て

百
薬
の
長
に
し
ま
し
ょ
う
。

特定保健係
（☎ 23・1201）

①②③④⑤
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区    分 予 算 額 執行額
資本的収入 68,046,000 7,241,219 
　工事負担金 36,580,000 1,050,000 
　他会計出資金 20,474,000 0 
　加入金 10,000,000 5,199,000 
固定資産売却収入 992,000 992,219 
資本的支出 325,268,000 108,997,628 
　建設改良費 183,955,000 38,798,335 
　企業債償還金 141,263,000 70,199,293 
　過年度還付金 50,000 0 

資産の部 負債の部
固定資産 7,177,724,590 流動負債 43,263,469 
　 土地 67,915,824 　 未払金 42,259,189 
　 建物 97,467,534 　 預り金 1,004,280
　 構築物 6,739,182,987 資本の部
　 その他 273,158,245 資本金 5,108,758,122 
流動資産 1,038,836,116 　 自己資本金 2,695,789,003 
　 現金預金 1,025,437,409 　 借入資本金 2,412,969,119 
　 未収金 13,180,573 剰余金 3,064,539,115 
　 貯蔵品 218,134 　 資本剰余金 3,051,226,143 

資産合計 8,216,560,706 　 利益剰余金 13,312,972 
　計 8,173,297,237

負債・資本合計 8,216,560,706 

収益的収入 収益的支出
水道料金 479,489,582 受水費 113,223,158 
受取利息 6,107,284 人件費 48,917,503 
他会計補助金 83,443,000 減価償却費 227,599,027 
その他 2,688,193 資産減耗費 11,399,675 

合　計 571,728,059 支払利息 60,458,727 
その他 54,294,026 

合　計 515,892,116

資本的収入 資本的支出
企業債 137,700,000 工事請負費 171,261,300 
工事負担金 28,567,877 人件費 28,705,138 
他会計出資金 13,665,000 企業債償還金 125,240,062 
加入金 12,760,000 その他 0
貸付金 1,000,000 合　計 336,007,318 

合　計 193,692, 877 資金不足 142,314,441 

▼資本的収支

▼貸借対照表（平成23年3月31日）

▼施設の建設・改良など経営規模の拡大を図るために必要な収入・支出
について（税込み）

▼水道事業の管理・運営など経営活動に必要な費用・収益について（税抜き）

 給水戸数 　　10,529 戸

 年間総給水量 2,130,740㎥

 1 日平均給水量 　　　5,838㎥

区　分 現在高
財政融資資金 1,911,812,588

地方公共団体機構資金 41,053,453 

その他（市中銀行等） 460,103,078 

計 2,412,969,119 

平
成
22
年
度
決
算
状
況
と

23
年
度
上
半
期
執
行
状
況

平
成
22
年
度
は
、
水
源
の
水
位
低
下
に
よ
り
水
道
の
安
定
供
給
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

た
北
川
内
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統
合
整
備
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
安
全
で
良

質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
と
と
も
に
経
費
の
節
減
お
よ
び
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。

経
営
に
つ
い
て
は
、
当
年
度
純
利
益
は
５
千
５
８
３
万
５
９
４
３
円
の
黒
字
と
な
り
、
昨
年
度

の
赤
字
決
算
か
ら
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
は
北
川
内
地
区
の
統
合
の
影
響
等
で
減
価

償
却
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
経
費
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼業務量について

▼企業債の現在高について

▼収益的収支

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

平成23年度上半期予算執行状況

区    分 予 算 額 執行額
水道事業収益 589,065,000 263,653,831 
　営業収益 520,330,000 263,546,160 
　営業外収益 68,683,000 56,376 
　特別収益 52,000 51,295 
水道事業費用 594,429,000 132,987,167 
　営業費用 518,335,000 100,849,092 
　営業外費用 74,594,000 32,124,385 
　特別損失 500,000 13,690 
　予備費 1,000,000 0 

上水道事業

※不足額は、損益勘定留保資金（現金を伴わない減価償却費や資産減耗費）
等で補てんしました。



上水道の工事は

八女市の指定給水装置工事事業者をお知らせします。上
水道・簡易水道の給水装置工事（水道の新設・改造・修
繕・撤去）は、水道法により指定工事事業者でなければ
施工できませんので、ご注意ください。

●問い合わせ＝上下水道局
《料金等のこと》☎ 23・1949
《工事等のこと》☎ 23・1107

市が指定した
「水道指定工事事業者」へ

依頼ください

　　

環
境
の
変
化
に
伴
う
地
下
水
位
の
低

下
や
、
水
質
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
る
な

か
、
八
女
市
で
は
「
安
全
な
水
を
安
定

し
て
供
給
」
す
る
た
め
に
、
上
水
道
の

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
水
道
加
入

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
が

凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
冬
季
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
強
い
寒
波
が
来
る
時
に
は
「
糸
を
引

く
程
度
」
の
水
を
出
し
て
お
く

●
凍
結
に
備
え
て
貯
水
し
て
お
く

●
風
当
た
り
が
強
い
場
所
の
水
道
管
は
、

布
を
か
ぶ
せ
防
寒
対
策
を
す
る

●
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
た
ら
、
布
な

ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
止
め

る
な
ど
の
応
急
措
置
を
し
て
、
最
寄
り

の
指
定
業
者
（
※
左
表
参
照
・
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
表
の
ほ
か
に
、
八
女
市
か
ら
指
定

を
受
け
て
い
る
85
市
外
の
事
業
者
が
あ

り
ま
す
。

　

引
っ
越
し
の
時
に
は
水
道
の
開
始
・

中
止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
開
始
・
中
止
の
２
～
３
日
前
ま
で

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
止
の
際
は
、
水
道
料
金
の
精
算
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
い

と
水
道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
料
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

入
院
や
出
張
な
ど
に
よ
り
長
期
不
在

の
場
合
は
、
水
道
使
用
の
一
時
中
止
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

上
水
道
加
入
の
お
願
い

水
道
管
の
凍
結
や

破
裂
に
注
意
を

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

上
下
水
道
局
で
は
、 

次
の
よ
う
な

こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

①
一
般
家
庭
の
水
質
検
査　
②
浄
水
器

な
ど
の
販
売
・
貸
し
出
し
・
あ
っ
せ
ん

③
給
水
管
の
清
掃

広報やめ　2011.12.157

▼水道指定事業者（平成23年11月1日現在※指定順）
指定工事事業者名 所在地 電 話 番 号

丸谷商事 西 京 町 ２３・４１１８
千代田工業㈱ 北 平 塚 ２２・４３０７
㈱中村 龍 ヶ 原 ２３・３１５８
牛島電機工業㈱ 大 正 町 ２４・２１７１
㈲井手プロパン商会 大　 島 ２３・３０６５
八女食糧販売㈱ 納　 楚 ２３・２１６６
㈲岩本住設 上 吉 田 ２２・４７１８
㈲スミ設備工業 川　 犬 ２２・５４６５
ＥＭ田中 鵜　 池 ２２・４３１９
永松設備 納　 楚 ２２・７７５３
㈲タナカエンジニア 龍 ヶ 原 ２４・３１４７
吉田ボーリング工業 西矢原町 ２４・４７４３
㈲橋村住設 田　 本 ４２・００９６
㈲角屋 北 川 内 ５４・３３１８
電 ’s タカヤマ 谷　 川 ３７・００６２
清香設備工業㈱ 蒲　 原 ２２・７８８８
川口ガス住設 忠 見 北 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 大　 籠 ２２・３０１５
大石設備 室　 岡 ２３・０８４８
㈲今村住設 下 辺 春 ３７・０３１６
㈲立花電工 北　 山 ２３・１５３３
マルタ電器 谷　 川 ３７・０２５６
㈱九電工八女営業所 蒲　 原 ２３・２４５６
牛島燃料店 上 津 江 ２２・２８６９
田中設備 白　 木 ３５・０８４５
三宅設備 下 津 江 ２３・２３６８
㈲牛嶋住興 山　 崎 ２２・６６１１
馬場燃料店 南 馬 場 ２２・４０６０
原管工 谷　 川 ３７・０６９２
㈲八女衛生社 上 吉 田 ２３・５４３５
㈲住環境総合開発 桑　 原 ４２・１１８５
橋爪食糧販売店 上 吉 田 ２２・２７６７
ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５
ケア設備梅野 本　 分 ４２・３４５０
㈱ライフ・２１ 立　 野 ２４・２５１０
㈲村口電工 久 木 原 ５４・２２７８
㈱高田電気 北 川 内 ５４・２０４９
ミスミデンキ 北 川 内 ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 北 川 内 ５４・２１６５
㈲ヤマト 北 川 内 ５４・２１２５
西木テレビサービス 久 木 原 ５４・３２０８
仁田原商店 大　 淵 ４５・００３５
㈲クリハラ管工事 北　 山 ２２・５９７１
河原設備 兼　 松 ３７・０５５３
モリアキ建設㈲ 本　 分 ４２・３８２７
不動設備工業㈱ 立　 野 ２５・２５８０
大坪（博通）建設 蒲　 原 ２２・５６１２
西村住設 本 ２３・１３３７
㈱桐明組 柳　 島 ２４・３３５５
平島設備 田　 形 ３７・１０２５
持丸建設工業㈱ 北　 山 ２３・４５３８
水環境企画・一究 吉　 田 ２２・５１０９
德住工業 今　 福 ２４・５２６２
ともけい設備 大　 島 ２２・３５６４
創水 稲　 富 ２３・０１８３
㈲弥栄工業 北　 山 ２３・１１９８
三和住宅設備 本　 分 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 桑　 原 ４２・１１８３
馬渡設備工業 北 木 屋 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 黒　 木 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 黒　 木 ４２・１２３７
㈲穴見商店 桑　 原 ４２・０１３０
和興住宅設備 北 木 屋 ４５・０８７９
㈱山口電気 星 野 村 ５２・３２１８
㈱ホクショウ 馬 場 ２３・３３２３
井上設備 平 田 ２４・０１６５
濵田設備 鵜 池 ２４・４８１８
牛島設備工業㈲ 吉 田 ２３・７５７０
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工事契約の状況をお知らせします
八女市では、公共工事を発注する場合、公平性と透明性を確保するため競争入札を行っています。平成23年4
月から9月までの契約状況についてお知らせします。　　　　　　　　◉総務部総務課契約係（☎23・1111）

契　約　名 請　負　業　者 当初契約額(円) 契約年月日 担当課
市道福島90・91号線舗装補修工事 下川建設㈱ 14,490,000 4月19日 建設課
市道福島109号線道路維持工事 ㈲フクシマ重機 2,257,500 4月19日 建設課
市道吉田豊福線道路維持工事 ㈱ホクショウ 3,129,000 4月19日 建設課
市道三河17号線道路維持工事 ㈲江田建設 3,024,000 4月19日 建設課
市道宮野馬場線道路維持(舗装)工事 大石組 2,100,000 4月28日 建設課
市道三河164号線道路維持工事 諸冨造園 2,730,000 4月28日 建設課
市道吉田豊福線道路維持工事 ㈲美土里測量建設 2,572,500 4月28日 建設課
市道大梅・本田線道路維持工事 ㈲合原組 1,417,500 5月16日 建設課
八女市立山サッカー場フェンス設置工事 ロイヤル住建 2,604,000 5月24日 スポーツ振興課
消火栓設置工事 八女食糧販売㈱ 2,268,000 5月24日 上下水道局
八女公園外2公園整備工事 橋村建設工業㈲ 1,764,000 5月24日 都市計画課
市道吉田今福線道路維持(舗装)工事 豊建設㈲ 2,362,500 5月31日 建設課
市道上町・遠久谷線道路改良工事 ㈱牛島工業 7,245,000 5月31日 立花支所建設課
市道吉野田・四国田線道路新設工事 ㈱蒲池建設 19,950,000 5月31日 立花支所建設課
男ノ子焼の里登り窯作業所石積補修工事 ㈱クリア 1,470,000 5月31日 立花支所産業経済課
平地区農道舗装工事 ㈱石橋工業 4,725,000 5月31日 農業振興課
川犬地区農道舗装工事 東和建設㈱ 3,444,000 5月31日 農業振興課
緒玉地区農道舗装工事 ㈲三晃重機建設 1,585,500 5月31日 農業振興課
吉田地区農道舗装工事 橋村建設工業㈲ 1,554,000 5月31日 農業振興課
新庄地区農道舗装工事 中野土木 1,522,500 5月31日 農業振興課
八女市道交通安全施設等(前期)整備工事 やひめ建設㈱ 4,725,000 5月31日 建設課
伝統的建造物群保存地区消火栓設置工事 清香設備工業㈱ 10,815,000 5月31日 都市計画課
市道林ノ内1号線 道路維持(舗装)工事 八女舗道㈱ 1,995,000 5月31日 黒木総合支所建設課
市道中崎・後川内線道路維持(舗装)工事 ㈱酒井組 1,438,500 5月31日 黒木総合支所建設課
グリーンピア八女テレビ共同受信施設改修工事 松本電気工事店 4,693,500 6月13日 黒木総合支所産業経済課
市道柚ノ木本線道路維持工事 ㈲中島土木 1,890,000 6月14日 立花支所建設課
市道東一ノ瀬・向エ線道路維持工事 ㈲早見建設 1,680,000 6月14日 立花支所建設課
市道吉ノ田・鳶山線道路維持工事 針組 1,837,500 6月14日 立花支所建設課
市道下横山線道路維持工事 ㈲上陽建設 1,785,000 6月14日 上陽支所建設経済課
市道藤木木浦線道路維持工事 ㈲井上組 2,604,000 6月14日 上陽支所建設経済課
八女伝統工芸館物産館(仮称)機械設備工事 吉田ボーリング工業 15,540,000 6月15日 商工振興課
八女市立上陽北汭学園給食室等改修建築主体工事 大坪建設㈱ 36,225,000 6月21日 学校教育課
八女市立上陽北汭学園校舎増築・給食室等改修機械設備工事 ㈲ヤマト 34,440,000 6月21日 学校教育課
八女市立上陽北汭学園校舎増築・給食室等改修電気設備工事 ㈱高田電気 38,640,000 6月21日 学校教育課
八女市立上妻小学校屋内運動場解体工事 ㈱桐明組 10,395,000 6月21日 学校教育課
市道納又杠葉線道路維持(舗装)工事 ㈲井上組 1,942,500 6月30日 上陽支所建設経済課
市道杠葉三川線道路維持(舗装)工事 三洋道路㈱ 2,782,500 6月30日 上陽支所建設経済課
市道蒲原立野線道路維持(舗装)工事 斉藤造園 2,625,000 7月5日 建設課
市道上妻85号線道路維持(舗装)工事 共栄舗道㈱ 2,310,000 7月5日 建設課
市道岡山144・145号線道路改良工事 ㈲桐明建設工業 3,570,000 7月5日 建設課
市道福島116号線道路維持工事 ㈲岩部 1,785,000 7月5日 建設課
旧往還道道路美装化工事第１工区 成央建設㈱ 47,250,000 7月5日 都市計画課
市道杉町高塚線道路改築工事 ㈱室園建設 28,875,000 7月5日 都市計画課
市道三河3号線道路維持(舗装)工事 ㈱木下組 2,814,000 7月5日 建設課
八女市立長峰小学校防球ネット設置工事 山口建設 4,176,900 7月5日 学校教育課
八女市立忠見小学校校舎網戸設置工事 山下建築 1,249,500 7月5日 学校教育課

八女伝統工芸館物産館(仮称)建築主体工事 中島・大石特定建設工
事共同企業体 115,500,000 7月12日 商工振興課
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八女市立上陽北汭学園校舎増築建築主体工事 大坪・中嶋特定建設工
事共同企業体 137,550,000 7月12日 学校教育課

黒木中学校校舎改修電気設備工事 ㈱井手電工 7,875,000 7月12日 学校教育課
黒木中学校校舎改修等工事 ㈱黒木建設 56,437,500 7月12日 学校教育課
八女市立上妻小学校屋内運動場増改築機械設備工事 牛島設備工業㈲ 6,142,500 7月12日 学校教育課
八女市立上妻小学校屋内運動場増改築電気設備工事 ㈲橋爪電気工事 32,550,000 7月12日 学校教育課
鉄道記念公園整備工事 中野土木 1,312,500 7月20日 都市計画課
公共下水道管渠布設第2工区工事 牛島興建㈱ 43,827,000 7月20日 上下水道局
市道中川原・下中川原１号線道路維持(舗装)工事 ㈱塩塚組 2,226,000 7月20日 立花支所建設課
市道神ノ原・森ノ下線道路維持工事 松尾建設工業㈱ 1,942,500 7月20日 立花支所建設課
市道大梅本田線道路舗装工事 ㈲酒井工業 9,240,000 7月20日 黒木総合支所建設課
八女市立福島中学校屋内運動場トップライト改修工事 ㈲岩部 3,255,000 7月20日 学校教育課

八女市立上妻小学校屋内運動場増改築建築主体工事 大坪・平成特定建設工
事共同企業体 172,725,000 7月26日 学校教育課

市道谷・中田線道路維持(舗装)工事 モリアキ建設㈲ 1,858,500 7月28日 黒木総合支所建設課
市道中黒木・田本線道路維持(舗装)工事 八女舗道㈱ 1,491,000 7月28日 黒木総合支所建設課
市道大草線局部改良工事 ㈱山口組 1,491,000 7月28日 星野支所建設経済課
市道麻生線コンクリート舗装工事 ㈱山口組 2,362,500 7月28日 星野支所建設経済課
市道六丁弓線コンクリート舗装工事 ㈱西建設 2,940,000 7月28日 星野支所建設経済課
市道縫尾・柳原線舗装補修工事 共栄舗道㈱ 1,659,000 7月28日 星野支所建設経済課
八女市農業活性化センターステージバトン改修工事 西日本体育施設㈱ 2,467,500 7月28日 上陽支所総務課
八女市上陽公民館空調機取替工事 合柴尾電気商会 4,084,500 7月28日 上陽支所総務課
市道亀甲今福線道路改築工事 大坪建設㈱ 36,225,000 8月2日 建設課
湯気の下交差点信号機移設工事 西部電業㈱ 8,190,000 8月2日 建設課
市道旧国道兼松線道路改良(舗装)工事 ㈲立花工務店 3,780,000 8月2日 立花支所建設課
市道岡山296号線道路改良(舗装)工事 ㈲甲斐田組 4,620,000 8月2日 建設課

公共下水道管渠布設第1工区工事 木下組・井上組特定建
設工事共同企業体 83,580,000 8月9日 上下水道局

公共下水道管渠布設第3工区工事 イノウエ・大藪建設特
定建設工事共同企業体 71,400,000 8月9日 上下水道局

市道岡山229号線道路維持工事 斉藤造園 2,415,000 8月16日 建設課
上水道配水管布設替(橋梁添架)工事 ㈱桐明組 20,475,000 8月16日 上下水道局
市道村垣・釼貫線道路維持工事 持丸建設工業㈱ 1,575,000 8月16日 立花支所建設課
市道荷稲五丁野線道路改築工事 オオキタ建設㈱ 44,415,000 8月16日 都市計画課
林道木浦線改築工事(繰越) ㈱山口組 15,960,000 8月16日 星野支所建設経済課
市道荷稲五丁野線照明灯設置工事 ㈲鹿野電気商会 14,175,000 8月16日 都市計画課
矢部第2運動場テニスコート補修工事 八女舗道㈱ 2,100,000 8月17日 矢部支所総務課
池の山荘整備工事 平野建設 2,362,500 8月17日 星野支所建設経済課
桁山橋配水管布設替工事(仁田原地区簡水) ㈱山口電気 2,940,000 8月17日 黒木総合支所建設課
豊岡運動場駐車場整備工事 加藤土建㈱ 3,612,000 8月17日 黒木総合支所総務課
市道山中線道路維持工事 ㈲宮川重機 1,816,500 8月31日 黒木総合支所建設課
市道中町山中弓掛線道路維持工事 ㈲合原組 2,394,000 8月31日 黒木総合支所建設課
林道鈴の耳納線舗装工事 下川建設㈱ 13,440,000 9月6日 星野支所建設経済課
市道蕨原鳥越線道路改良工事 ㈱原組 38,745,000 9月6日 矢部支所建設経済課
市道広蔵・金原線道路改良工事 成央建設㈱ 17,220,000 9月6日 星野支所建設経済課
旧往還道道路美装化工事第2工区 豊建設㈲ 25,725,000 9月6日 都市計画課
旧往還道道路美装化工事第3工区 下川建設㈱ 17,304,000 9月6日 都市計画課
(八女西部最終処分場周辺整備事業)もみじ橋歩道橋(上部工)新設工事 ㈱ＳＮＣ 18,375,000 9月13日 立花支所市民生活福祉課
市道 吹原・弓掛線道路改良工事 ㈲江田土木 3,885,000 9月15日 黒木総合支所建設課
公共下水道管渠布設第4工区工事 ㈱石橋組 48,300,000 9月21日 上下水道局
八女市役所北庁舎屋上・外壁補修工事 ㈱中原工業 9,817,500 9月21日 会計課
市道平・寄線道路改良(橋梁)工事 ㈲合原組 1,417,500 9月29日 黒木総合支所建設課
市道仁田野八重谷線道路維持(舗装)工事 大坪建築㈱ 1,538,250 9月29日 上陽支所建設経済課
市道上横山東西線道路改良工事 大坪建築㈱ 3,780,000 9月29日 上陽支所建設経済課
市道旧役場前線道路維持工事 ㈲井上工務店 1,627,500 9月29日 上陽支所建設経済課
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ト

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
10

月
30
日
㈰
、
交
流
ふ
れ
あ
い
合
瀬

耳
納
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
促
進
期

成
会
主
催
に
よ
る
道
路
愛
護
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
両

市
あ
わ
せ
て
約
１
１
０
人
が
参
加
。

星
野
村
か
ら
う
き
は
市
ま
で
の
沿

線
約
12
キ
ロ
を
空
き
缶
や
空
き
瓶

等
の
不
法
投
棄
物
の
回
収
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
交
通
標
識
等
を
磨
く

な
ど
道
路
愛
護
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
後
の
交
流
会
で
は
、
椋
谷
２

区
耳
納
支
部
女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

温
か
い
い
の
し
し
汁
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
冬
季
の
積
雪

等
に
よ
る
通
行
止
め
、
急
こ
う
配
、

急
カ
ー
ブ
等
に
よ
る
交
通
難
所
解

消
の
ほ
か
、
両
市
を
ト
ン
ネ
ル
で
結

ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
間
の
交
流
促

進
、
地
域
活
性
化
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。完
成
後
は
、

八
女
香
春
線
が
県
北
県
南
を
結
ぶ

大
動
脈
と
な
り
、
人
々
が
行
き
交
い

物
流
が
変
わ
り
経
済
効
果
に
優
れ

た
道
路
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
坑
口
手
前
の
２
号
橋

整
備
工
事
な
ら
び
に
道
路
改
良
工

事
中
で
、
平
成
27
年
度
完
成
を
目

指
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

早
期
完
成
を
目
指
し
て
、
約
１
１
０
人
が
道
路
愛
護

道路標識などを磨きあげました

いのしし汁を味わう参加者

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

10
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矢
部
村
産
の
ユ
ズ
を
使
っ
た「
ゆ

ず
ワ
イ
ン
」
の
ビ
ン
詰
め
作
業
が

11
月
16
日
㈬
、「
立
花
ワ
イ
ン
」（
白

山
豊
茂
社
長
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
、
山
間
部
の
作
物
を
使

っ
た
ワ
イ
ン
作
り
を
考
え
て
い
た

時
、
矢
部
村
特
産
の
ユ
ズ
こ
し
ょ

う
作
り
で
使
用
さ
れ
な
い
果
実
を

使
っ
て
の
ワ
イ
ン
作
り
の
相
談
を

受
け
、
約
１
年
か
け
て
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
苦
み
が
あ
る
が
香
り

の
良
い
青
い
ユ
ズ
と
香
り
が
弱
い

が
味
の
良
い
黄
色
い
ユ
ズ
の
ブ
レ

ン
ド
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
白
山

社
長
自
慢
の
ワ
イ
ン
。

「
あ
ま
お
う
や
キ
ウ
イ
ワ
イ
ン
と

比
べ
て
あ
っ
さ
り
し
た
大
人
の
ワ

イ
ン
。
ワ
イ
ン
と
し
て
お
も
し
ろ

く
い
け
ま
す
」。

八
女
市
合
併
記
念
事
業
の
親
子
ふ
れ
あ
い
広

場
が
10
月
29
日
㈯
、
福
島
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
N
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

９
代
目
体
操
の
お
兄
さ
ん 
天
野
勝
弘
さ
ん
と
伴

奏
の
お
姉
さ
ん 

小
笠
原
育
美
さ
ん
。
会
場
の
約

２
５
０
人
の
親
子
連
れ
か
ら
大
き
な
声
で
名
前

を
呼
ば
れ
登
場
し
た
２
人
は
、「
今
日
の
一
時
間

は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
だ
け
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
参
加
し
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
親
子
で
触
れ
合
う

体
操
や
手
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、
親
子
の
き
ず

な
が
さ
ら
に
深
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

八
女
市
矢
部
村
の
市
有
林
の
分

収
契
約
を
結
ん
で
い
る
八
女
高
等

学
校
の
生
徒
会
役
員
な
ど
20
人
が

参
加
し
11
月
10
日
㈭
、
間
伐
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

樹
齢
14
年
の
ヒ
ノ
キ
林
に
入
り
、

２
人
１
組
で
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
一

本
一
本
を
切
り
倒
し
ま
し
た
。「
ヒ

ノ
キ
の
香
り
は
い
い
」、「
倒
れ
た

と
き
は
感
動
」、「
後
輩
た
ち
に
も

受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
を
話
し
た
生
徒
た
ち
。
急
傾

斜
で
足
を
取
ら
れ
て
転
ん
だ
り
、

切
る
方
法
が
う
ま
く
い
か
ず
に
四

苦
八
苦
し
た
り
す
る
な
か
で
、
木

を
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
が
理
解

で
き
た
よ
う
で
し
た
。
作
業
の
お

か
げ
で
ヒ
ノ
キ
林
に
太
陽
光
が
注

ぎ
、
立
木
が
し
っ
か
り
と
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

矢
部
村
の
市
有
林
で
八
女
高
校
生
が
間
伐
体
験

大
人
の
ワ
イ
ン
で
き
ま
し
た 

立
花
ワ
イ
ン

親
子
の
き
ず
な
を
深
め
る
ひ
と
と

き 
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

賞状を手にする柿原校長と末永栄養教諭

（上）多くの親子連れ
が子どもとふれあいま
した（左奥）ステージ
を降りて子どもを抱き
かかえる天野さん（左）
ディズニーメドレーな
ど披露した小笠原さん

ビン詰めされたばかりの「ゆずワイン」

急斜面で協力しながらの作業

広
島
市
で
11
月
８
日
㈫
行
わ
れ

た
第
62
回
全
国
学
校
給
食
研
究
協

議
大
会
の
中
で
、上
妻
小
学
校
（
柿

原
敬
道
校
長
）
が
平
成
23
年
度
学

校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
給

食
の
普
及
と
充
実
を
図
る
た
め
、

そ
の
実
施
に
関
し
て
優
秀
な
成
果

を
あ
げ
た
学
校
に
贈
ら
れ
ま
す
。

全
国
で
31
校
、
県
内
で
同
校
を
含

め
２
校
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

柿
原
校
長
と
末
永
麻
美
子
栄

養
教
諭
が
11
月
16
日
㈬
、
市
役

所
を
訪
れ
て
西
島
教
育
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。
同
校
は
平
成

19
年
～
21
年
ま
で
県
の
食
育
・
体

育
研
究
指
定
を
受
け
て
か
ら
食
育

に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
弁
当
の
日
」

や
夏
休
み
・
冬
休
み
の
ク
ッ
キ
ン

グ
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

食
育
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
柿
原
校
長
は
「
子
ど
も
た

ち
は
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ

た
こ
と
で
学
校
が
楽
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
と
に
か
く
今
の

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
」
と
喜
び
の
表
情
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

上
妻
小
学
校
が
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

八女市 
合併記念

事業



「
わ
ら
べ
の
森
王
国
ラ
ン

ド
秋
ま
つ
り
」
が
11

月
６
日
㈰
、
わ
ら
べ
の
里
研
修

セ
ン
タ
ー
（
旧
下
横
山
小
学
校
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
同
時
開

催
を
予
定
し
て
い
た
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
大
会
が
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
時
的
に
駐
車
場

が
不
足
す
る
程
の
来
客
が
あ

り
、
約
５
０
０
人
の
参
加
者

で
大
に
ぎ
わ
い
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
太
鼓
演
奏
、
踊
り
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
と
約
１
０
０
人
の

出
演
者
が
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
か
ず
ら
工

芸
、
石
窯
パ
ン
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

づ
く
り
体
験
で
は
親
子
で
仲
良

く
挑
戦
す
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
野
遊
び
の

店
、
豆
腐
づ
く
り
、
き
ね
つ
き

も
ち
、
八
女
茶
の
試
飲
会
な
ど

の
実
演
や
販
売
も
好
評
で
し
た
。

主
催
し
た
「
し
も
や
ま
和
楽
べ

会
」
で
は
、
自
分
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
後
も
活

動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
お
茶
の
里
で
お
茶
体
験
」
が
10

月
29
日
㈯
、
お
茶
の
里
記
念

館
と
霊
巌
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
で
畑
へ
行

く
こ
ろ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
が
、

大
人
も
子
ど
も
も
時
間
を
忘
れ
て
サ
ツ

マ
イ
モ
を
掘
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
昼

食
は
、
八
女
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
霊
巌

寺
で
、
精
進
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
松
野
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
お
茶

の
い
れ
方
体
験
。
お
茶
に
関
す
る
説
明

「
星
野
村
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
と
い

も
掘
り
体
験
」
を
10
月
23
日
㈰
、

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
む
ら
で
の
「
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

体
験
」
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
土
か
ら
顔
を
出

す
と
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
自
然
観
察
指
導
員
と
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
星
野
村
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
「
麻
生
池
と
室
山
熊
野
神
社
」

巡
り
で
は
、
ガ
イ
ド
の
説
明
で
思
い
も
よ
ら

ぬ
発
見
や
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ら
で
は
の

神
秘
的
な
雰
囲
気
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
で
は
、
星
野
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
お
い
し
い
田
舎
料
理

を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

掘
っ
た
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、

お
ば
し
ゃ
ん
の
店
で
買
い
物

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
星

野
村
の
元
気
と
秋
を
満
喫
し
た

一
日
で
し
た
。

秋の味覚を味わい、人にふれる八女・奥八女

上陽

星野

「
わ
ら
べ
の
森
王
国
ラ
ン
ド
秋
ま
つ
り
」

「星野村パワースポ
ット巡りといも掘り
体験」

かずらを編みながら思い思いのものを作りました

▶石臼で挽いた豆腐作り

星野村女性グループによるおいしい田舎料理に舌鼓

◀サツマイモをゲット！

おいしいお茶のいれ方を学んで実際に体験しました

　2011.12.15　広報やめ 12



「
杣
人
に
な
ろ
う
。
自
然
を
ま

る
か
じ
り
」
が
11
月
５
日

㈯
、
杣
の
里
渓
流
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

白
鳥
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
矢
部
村

名
物
の
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
。

材
料
を
こ
ね
、
生
地
を
作
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
な
が
ら
に
思
い
思
い
の
大
き
さ
、

形
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
、
水
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認

識
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
水
の
違
い

を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
実
感
し
て
も
ら
う

「
闘
水
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
矢
部

弁
ク
イ
ズ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
会

話
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
さ
が
そ
う
と

み
ん
な
一
生
懸
命
。
昼
食
で
は
、
矢

部
村
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
が
た
く
さ

ん
入
っ
た
だ
ご
汁
や
栗
ご
は
ん
な
ど

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
矢

部
村
の
生
活
や
習
慣
に
触
れ
る
と
と

も
に
自
然
を
満
喫
で
き
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

八
女
の
祭
り
「
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ

ん
ぽ
ん
」
の
開
催
に
併
せ
て
、
八

女
市
地
域
婦
人
会
主
催
に
よ
る
「
心
は
一

本 

５
メ
ー
ト
ル
の
巻
き
ず
し
」
が
９
月
25

日
㈰
、
八
女
市
福
島
地
区
の
堺
屋
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
５
メ

ー
ト
ル
の
長
～
い
巻
き
ず
し
を
約
10
人
で

息
を
合
わ
せ
て
一
斉
に
巻
い
て
い
き
ま
し

た
。
き
れ
い
な
巻
き
ず
し
が
完
成
す
る
と
、

周
囲
か
ら
は
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
手
作
り
の
温
か
い
具
だ
く

さ
ん
だ
ご
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
も
販
売
さ
れ
、

会
場
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
八
女
の
ひ
る
ご
は
ん
」
が

11
月
４
日
㈮
、
八
女
市

福
島
地
区
の
高
橋
宏
邸
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
併
せ
て
１

日
限
定
の
開
催
。
お
茶ち

ゃ
め
か
い

女
会
の
お

ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
心
を
込
め
て
作

っ
た
５
０
０
円
の
限
定
50
食
の
ひ

る
ご
は
ん
は
約
１
時
間
で
完
売
。

ご
飯
と
み
そ
汁
、
十
数
種
類
の
地

元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

お
か
ず
、
デ
ザ
ー
ト
、
お
茶
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
参
加
者
は

大
満
足
。
市
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

久
留
米
や
博
多
な
ど
遠
方
か
ら
の

お
客
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、

地
元
の
安
心
で
お
い
し
い
食
材
の

ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

黒木

矢
部

八
女

「杣人になろう。
自然をまるかじり」

「お茶の里でお茶体験」

「
心
は
一
本 

５
㍍
の
巻
き
ず
し
」

「
八
女
の
ひ
る
ご
は
ん
」

を
聞
い
た
後
、
参
加
者
が
実
際
に
お
茶

を
い
れ
る
こ
と
に
。
茶
葉
の
量
、
お
湯

の
温
度
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

確
認
し
な
が
ら
、
自
分
で
い
れ
た
お
茶

の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
普
段
飲

ん
で
い
る
お
茶
も
、
い
れ
方
次
第
で
味

が
変
わ
る
こ
と
を
参
加
者
自
身
体
験

し
、
お
茶
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
ま

し
た
。

力のいる作業、まんじゅうの生地をこねていきます

見事に巻きあがった５メートルの巻きずし

地元の食材をふんだんに使った料理の数々

◀大きいイモが
たくさんとれました

筑後スローフードフェスタ2011

まんじゅうをパクリ！
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家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を

す
る
と
、
様
々
な
書
類
を
も
と

に
、
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
適

切
と
思
わ
れ
る
人
が
後
見
人（
保

佐
人・補
助
人
）
と
し
て
選
ば
れ
、

財
産
管
理
や
身
上
監
護
を
行
い

ま
す
。

⃝
財
産
管
理
＝
預
貯
金
の
管
理

／
不
動
産
な
ど
の
処
分
／
遺
産

分
割
な
ど
の
契
約
支
援
な
ど

⃝
身
上
監
護
＝
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
や
支
払

い
／
契
約
な
ど
の
支
援
な
ど

⃝
相
談
窓
口
＝
▽
健
康
課
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

▽
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
３
・
１
２
０
３
）
▽

八
女
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
２
・
１
１
１
９
）

▽
そ
の
他
、
対
象
者
が
居
住
す

る
地
区
管
轄
の
家
庭
裁
判
所
・

公
証
役
場
等
で
相
談
で
き
ま
す
。

ご存知ですか？
「成年後見制度」

老後の安心のために

「成年後見制度」とは認知症や知的障害などにより、判断能力が不十分であるために受ける不利益か
ら本人を保護・支援する制度です。将来への不安に備える「任意後見制度」もあります。

　吉田婦人会では10月30日㈰に
行われた第７回八女市環境フェア
in八女に参加しました。ゴキブリ団
子販売とぼかし栽培野菜を出品し
ました。また、ガンコな汚れにも落
ちのよい廃油粉せっけんを先着50
人に配布しました。（甲木順子）

認
知
症
に
な
っ
て
金
銭
管
理
等
が
難
し
い
場
合

悪
質
商
法
な
ど
か
ら
本
人
を
守
り
た
い
場
合

知
的
障
害
な
ど
の
子
の
将
来
が
不
安
な
場
合
等

（判断能力が不十分）
補　助

（判断能力に欠ける）
保　佐

（判断能力がない）
後　見

（将来のことが心配）
任意後見制度

（自分で契約できる）
日常生活自立支援事業 法定後見制度

公証役場 社会福祉協議会 家庭裁判所

このような場合に

活用が考えられます

《後見人》
配偶者、親族、福祉の専
門家など本人に対し最も
適切と思われる人が選ば
れます

後
見
人
が
選
ば
れ
た
ら

次
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

（敬称略）

《会長賞》水本敏明　《市長賞》下川竜一
《福岡八女農協長賞》堤 勝彦　《ビッグ秀ガー
デン賞》井手龍之助　《Ａコープくろぎ賞》　
堤 敏朗　《藤娘賞》野崎静生　《エリアセンタ
ー黒木賞》月足清美　《西日本新聞社賞》村方
氏治・堤 宗雄・信國 徹　《金賞》内藤 定・堤 
淳治・田形光義・宮川修一・酒井安彦・井手英明

第38回八女寒蘭展示会受賞者環境フェアに参加しました
お
便
り

高齢者などの権利を守る制度は、対象者の判断能力に応じて変わります
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　八女の和紙を使って自分だけ
のたこを作ってみませんか。
⃝日時＝１月14日㈯ 10 時～⃝会場＝八女
文化会館⃝対象＝市内子ども会会員（子
ども）とその保護者⃝参加費＝３００円
⃝持参する物＝はさみ、のり、たこ糸、ナ
イフ（竹ひご用）⃝申込締切＝12 月22日
㈭※申し込みは電話にて受付ます。

　「たこ作り教室」で作ったたこや手作り
のたこを持ち寄って親子などで参加しませ
んか。優秀作品には賞状と記念品を贈呈
します。参加費無料
⃝日時＝１月22日㈰ 10 時～⃝会場＝八女
市サッカー場※申し込みは当日会場にて受
け付けます。※雨天の場合、見崎中学校
体育館でたこの審査を行います。

お
知

ら
せ

う
ち
、
求
職
中
か
働
い
て
い
る
人
で

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人
を
対
象
。

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２
９
４

０
円
）。定
員
15
人
、託
児
は
要
予
約
。

⃝
日
時
＝
１
月
17
日
㈫
～
20
日
㈮
、

24
日
㈫
～
25
日
㈬
の
６
日
間
、
９

時
30
分
～
15
時
30
分
（
全
30
時
間
）

⃝
申
し
込
み
締
切
＝
12
月
29
日
㈭

⃝
会
場
＝
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
内
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談
窓
口
（
☎

０
９
４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
）
※

受
講
申
込
書
に
記
入
し
月
～
土
曜

日
９
時
～
17
時
に
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

第
10
弾
『
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
レ
ッ

ス
ン
②
』

⃝
日
時
＝
１
月
18
日
㈬
10
時
～
12
時

⃝
内
容
＝
手
軽
に
で
き
る
利
用
方
法

と
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
が
ど
の
よ
う

に
心
と
身
体
に
働
き
か
け
る
か
を
メ

デ
ィ
カ
ル
テ
ィ
ー
の
淹
れ
方
、
試
飲

を
と
お
し
て
学
習
し
ま
す
。
※
材
料

費
千
円
、
定
員
５
人（
追
加
募
集
）

第
11
弾
『
ボ
デ
ィ
メ
イ
キ
ン
グ
』

⃝
日
時
＝
１
月
18
日
㈬
19
時
30
分

～
21
時
30
分

⃝
内
容
＝
平
日
の
夜
の
講
座
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
体
を
引
き

締
め
る
方
法
を
学
習
し
ま
す
。

※
定
員
15
人

第
12
弾
『
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
健
康

を
②
』

⃝
日
時
＝
１
月
25
日
㈬
10
時
～
12
時

⃝
内
容
＝
『
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
健

康
を
①
』
の
経
過
観
察
と
植
物
の

冬
管
理
、
肥
料
の
与
え
方
を
学
習

し
ま
す
。
苔
玉
づ
く
り
の
実
習
も

行
い
ま
す
。
※
材
料
費
５
０
０
円
、

定
員
10
人
（
追
加
募
集
）

第
13
弾
『
脂
肪
燃
焼
！
フ
ラ
で
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
』

⃝
日
時
＝
１
月
25
日
㈬
13
時
～
15
時

⃝
内
容
＝
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
、
短
時

間
で
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で

き
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
学

習
し
ま
す
。
※
定
員
15
人

第
10
弾
～
第
13
弾
共
通

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

⃝
申
込
期
間
＝
1
月
8
日
㈰
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
は
９
時
～
19
時
（
月
曜
・
年
末

年
始
除
く
）。
※
託
児
は
要
申
し
込

み
。
※
定
員
を
超
し
た
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
お
り

な
す
八
女
（
☎
２
３
・
２
１
３
１
、

２
２
・
５
３
３
２
）

　　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

　

岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

岡
山
公
園
を
守
る
会
は
巨
大
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
岡
山
公
園
の
頂
上

に
飾
り
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

⃝
点
灯
期
間
＝
12
月
17
日
㈯
～
１

月
１
日
㈷
ま
で
（
予
定
）

⃝
点
灯
時
間
＝
18
時
～
21
時
30
分

　
　

　

岡
山
公
園
を
守
る
会
が
元
旦
に

初
日
の
出
迎
え
を
行
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
粗
品
も
準
備
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
１
月
１
日
㈷
７
時
～

⃝
場
所
＝
岡
山
公
園
頂
上
（
雨
天

時
室
岡
公
民
館
）

⃝
日
時
＝
１
月
15
日
㈰
、
受
付
８
時

～
８
時
30
分
、
８
時
45
分
ス
タ
ー
ト

⃝
集
合
場
所
＝
立
花
体
育
館

⃝
コ
ー
ス
＝
体
育
館
～
仁
合
～
飛

形
山
中
腹
～
草
場
（
約
９
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
３
０
０
円
、
小
中
学

生
無
料　

※
ミ
カ
ン
・
キ
ウ
イ
を

進
呈
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

上
野
さ
ん
（
☎
２
３･
５
０
８
０
）

　
『
水
曜
講
座
』（
受
講
料
無
料
）

は
内
容
ご
と
に
毎
回
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
今
回
は
第
10
弾
～
第

13
弾
で
す
。

岡
山
公
園
頂
上
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン

初
日
の
出
を
見
に
き
ま
せ
ん
か

お
り
な
す
八
女
講
座

たこ作り教室

親と子のたこあげ大会

立
花
町
飛
形
山
中
腹
ウ
オ
ー
ク

　健康で働く意欲のある60 歳以上の
皆さんに、知識・経験・技能を生か
した就業の場を提供します。仕事の内
容・日数に応じた配分金が支払われ
ます。イチゴ・キウイ・ミカン（果樹）
の手入れができる人、除草および清
掃作業をする人、軽トラックをお持ち
の人、女性も大いに歓迎します。
◦年会費＝ 2,000 円（23 年度）

　シルバー人材センターの会員は一
般的に次のような仕事をしています。

《屋内外の軽作業》草刈、草取り、樹
木消毒、除草剤散布、屋内外清掃等

《技能的な作業》剪定、簡単な大工・
左官作業、障子貼り等《管理的な作業》
駐車場、建物、倉庫管理等

《筆耕的な作業》毛筆・硬筆によるあ
て名書き等　《その他》刃物研ぎ
※作業内容のお尋ね、上記以外の仕
事についてはお問い合わせください。
※一部の作業金額は内容によって異
なりますので、お尋ねください。

教
室
・
講
座

シルバー人材センター
で働いてみませんか

シルバー人材センター
では仕事を承ります

パ
ソ
コ
ン
検
定
Ｃ
Ｓ
検
定
３
級

ワ
ー
ド
講
座

たこ作り教室、たこあげ大会
⃝申し込み・問い合わせ＝男女共同
参画・生涯学習課（☎２３・１３１８）龍

◦
年
内
の
営
業
＝
12
月
31

日
㈯
正
午
ま
で

◦
初
売
り
＝
１
月
５
日
㈭

９
時
～　
※
ミ
カ
ン
門
松

で
お
出
迎
え
し
ま
す
。

シルバー人材センター
からのお知らせ
㈳八女広域シルバー人材センター
　八女本所（☎ 22・7430）
　広川支所（☎ 32・5711）
　立花出張所（☎ 37・1800）
　黒木出張所（☎ 42・9411）
　星野出張所（☎ 52・3172）

道の駅たちばな
★直売所日本1に輝く★

会員
募集

仕事
募集



加
無
料
、
申
し
込
み
不
要

⃝
日
時
＝
１
月
７
日
㈯
13
時
～

⃝
場
所
＝
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
）

⃝
内
容
＝
就
業
情
報
の
提
供
お
よ

び
個
別
相
談
※
就
職
面
接
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
農
林
水
産
政
策

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
４
９
５
）

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
に
対

し
、
無
料
の
職
業
訓
練
（
求
職
者

支
援
訓
練
）
を
実
施
し
、
本
人
や
世

帯
の
収
入
お
よ
び
資
産
等
一定
要
件

を
満
た
す
場
合
は
訓
練
期
間
中
に

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給
す

る
と
と
も
に
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極

的
な
就
職
支
援
を
行
い
、
早
期
の
就

職
を
目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
訓
練
内
容
や
受
講
申
し
込
み
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
電
気
制

御
技
術
科
（
15
人
）
※
お
お
む
ね

40
歳
未
満
の
人
対
象

⃝
募
集
期
間
＝
１
月
４
日
㈬
～
２

月
３
日
㈮

⃝
適
性
検
査
＝
２
月
７
日
㈫

⃝
面
接
＝
２
月
13
日
㈪

⃝
訓
練
期
間
＝
３
月
１
日
㈭
～
８

月
28
日
㈫

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
佐
賀
訓
練
課
・
受
講
者
係

（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

農
林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い
人
、

農
林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
人
を
対
象
に
、
就
業
セ
ミ

ナ
ー
・
就
業
相
談
会
を
開
催
。
参

⃝
日
時
＝
１
月
15
日
㈰
９
時
～　

⃝
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
Ｆ
球
技
場

⃝
参
加
費
＝一般
２
百
円
、
会
員
無
料

⃝
申
し
込
み
受
付
＝
12
月
11
日
㈰

～
先
着
36
チ
ー
ム

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４・１
３
４
０
）

⃝
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⃝
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
期
間
＝
１
月
10
日
㈫
～
１
月
18

日
㈬
※
申
込
手
数
料
不
要

⃝
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
市

建
設
課
、
市
総
合
支
所
お
よ
び
各

支
所
窓
口
、
県
住
宅
供
給
公
社
、

同
公
社
筑
後
管
理
事
務
所
お
よ
び

大
牟
田
出
張
所
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

⃝
日
時
＝
１
月
29
日
㈰
９
時
20
分
～

⃝
会
場
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

⃝
対
象
者
＝
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
・

子
ど
も
会
・
学
童
保
育
等
関
係
者
、

子
ど
も
の
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
に
関
心
あ
る
人
な
ど

⃝
内
容
＝
科
学
工
作
教
室
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ル
ッ
ク

⃝
講
師
＝
県
青
少
年
科
学
館
専
門

員
大
坪
良
二
さ
ん

⃝
参
加
費
＝
３
２
０
円（
教
材
費
等
）

⃝
募
集
期
限
＝
１
月
20
日
㈮
※
定

員
40
人
、
先
着
順

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
教
育
事
務
所
社
会
教
育
室

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
５
２
４
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
・
資

格
検
定
受
験
料
本
人
負
担
。

⃝
募
集
科
＝
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
②

（
２
月
１
日
㈬
～
４
月
23
日
㈪
９
時

～
16
時
※
３
か
月
間
、土
日
祝
休
校
）

⃝
応
募
資
格
＝
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
推

薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

⃝
募
集
期
間
＝
12
月
28
日
㈬
ま
で

⃝
入
校
選
考
日
＝
1
月
12
日
㈭

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
大
牟
田
高
等
技
術
専

門
校
（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎24・3022） 八女市本村425-61
☀開館日＝火・木・土・日曜10 時～17 時

◦日時＝1月7日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝実費

◦日時＝12 月17日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円

◦日時＝1月14 日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円

★クリスマス会に参加しよう
◦日時＝12月25日㈰ 11時～
◦参加費＝無料

★おやつ「いちご大福をつくろう」

★工作「ガラス絵の具で
クリスマスの飾りをつくろう」

★工作「クリアファイルで栞をつくろう」

ふらっち広場からのお知らせ
地域活動支援センター

ほ
ほ
え
み

■会場は、いずれもふらっち広場で
す。詳細は問い合わせください。

ア
ン
ビ
シ
ャス・
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

ふ
く
お
か
農
林
漁
業
新
規
就

業
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

佐
賀
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

求
職
者
支
援
制
度
が
ス
タ
ー
ト

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅
入
居
者

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

1等・前後賞合わせて

3億円！！
◦発売期間＝12 月22日㈭まで／◦発売価
格＝1枚 300 円／◦抽選日＝12 月31日㈯
◦主な賞金と本数（66 ユニットの場合）

《1等》2 億円…132 本《1等の前後賞》5,000
万円…264 本《2 等》1億円…66 本

《3 等》100 万円…1,320 本
※宝くじの収益金は、学校建設・公園整備など
私たちのまちの公共事業に役立てられています。

「年末ジャンボ
宝くじ」
発売中！

今
冬
に
お
け
る

節
電
の
お
願
い

日
頃
よ
り
、
節
電
に
ご
協
力
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
社
は
、
原
子
力
発
電

所
の
停
止
に
伴
い
、
電
力
供
給
の
確

保
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
冬
の
電
力
需

給
は
き
わ
め
て
厳
し
い
見
通
し
で
す
。

こ
の
た
め
、
お
客
さ
ま
に
は
ご
不
便
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
節
電
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
12
月
１
日
㈭
～
３
月
30
日
㈮
の
平

日
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

特
に
12
月
26
日
㈪
～
２
月
３
日
㈮

の
平
日
の
８
時
～
21
時
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
需
給
状
況
が
厳
し
く
な
る
た

め
、
５
％
以
上
を
目
標
に
節
電
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
年
末
年

始
（
12
月
29
日
～
１
月
４
日
）
を
除
く

ご
注
意

★
エ
ア
コ
ン
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト･

電

気
こ
た
つ
の
控
え
過
ぎ
に
よ
る
体
調

不
良
に
気
を
つ
け
て
無
理
の
な
い
範

囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
特
に
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
ご
病
気

の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
に
お
い

て
は
充
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

★
節
電
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、

衛
生
面
、
安
全
面
お
よ
び
防
犯
面
で

不
適
切
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

九
州
電
力
株
式
会
社

節電の方法を、ホームページでもご紹介しています。
不明な点は最寄りの営業所へお問い合わせください。 16　2011.12.15　広報やめ



広報やめ　2011.12.1517

■いっしょにあそぼ！「お正月あそびいろいろ」
◦1/7 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込 25 組
◦1/10 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■楽しく食育「いきなりだんごを作ろう！」
◦1/17 ㈫ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■高田先生とおしゃべり会
◦1/20 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪
◦1/24 ㈫10：30 ～※1月生まれをお祝いします

■育児講座 「乳幼児期の歯科指導について」
◦1/28㈯ 13：30～※ 1/21㈯までに要申し込み、託児あり
■エンジョイオープン広場 ※年齢に関係
なくどなたも参加できます。材料費実費
◦1/18 ㈬ 10：00 ～「手作りみそに挑戦！」
　1/14 ㈯までに要申し込み、定員 15 組
■健康講座 「看護師さんのお話Ｑ＆Ａ」
◦1/10㈫10：30～11：30※1/7㈯までに要申し込み
■パパママ広場◦1/21㈯10：00～大凧あげよう

■思いきり遊ぼう園庭とセンタールームで親子遊び
月曜～金曜＝9：30～15：30、土曜＝9：30～13：00
▽ 1/4日㈬▽ 5日㈭▽ 7日㈯▽ 14日㈯▽
17日㈫▽ 24 日㈫▽ 31日㈫
■移動サロンご近所仲間を作りましょう
10：00～12：00※児童センターのみ11：00～12：00
▽東公民館 1/6 ㈮▽上陽公民館 1/13 ㈮
▽児童センター 1/19 ㈭ ▽おりなす八女
研修棟 1/20 ㈮▽西公民館 1/26 ㈭▽そ
よかぜ 1/27 ㈮
■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）
楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
1/11㈬、25 ㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
1/12 ㈭、23 ㈪　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦1/16 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦1/30㈪10：00～12：00／八女中央保育園

■プレママ＆ベビーサロン◦1/6㈮ 10：30～
■高田先生のハートフルしゃべり場
◦1/10 ㈫ 10：30 ～※託児要申込
■エンジェルルーム 「お正月あそび」

◦1/11 ㈬ 10：30 ～※予約不要
■みんなで遊ぼう
熊丸先生といっしょにあそぼう！
◦1/22 ㈰ 10：30 ～ふじの里多目的ホール
■ハッピーバースデー ◦1/27㈮ 10：30～

■英語であそぼう◦1/16 ㈪ 10：30 ～
■リズムにのって◦1/10 ㈫ 10：30 ～
■おためしランチ◦1/11㈬ 11：30 ～
■おしゃべりクラブ◦1/6 ㈮ 10：30 ～
■パパ・ママあそぼう！◦1/14 ㈯ 10：30 ～
■プレママクラブ◦1/24 ㈫ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「睡眠と生活リズム」
◦1/23 ㈪ 10：30 ～
■こんにちはあかちゃん◦1/17 ㈫10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦1/20 ㈮ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦1/25 ㈬ 10：30 ～
■育児講座「親子防火教室」
◦1/13 ㈮ 10：30 ～
■移動サロン※10：00～13：00
▽白木コミュニティセンター1/5 ㈭
▽黒木中央公民館 1/12 ㈭
▽かがやき1/19 ㈭
▽矢部集落センター1/26 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

　　

子育ち支援掲示板 1 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

償
却
資
産
の
内
容
を
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　

市
内
で
営
む
事
業
（
商
工
業
・
農
業
・
不
動
産
経

営
な
ど
）
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
な

ど
の
償
却
資
産
に
は
、
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

資
産
の
多
少
、
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
税

法
第
３
８
３
条
に
基
づ
き
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
内
容
の
適
正
な
把
握
お
よ
び
未
申
告

者
の
解
消
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
に
よ
る

税
務
署
資
料
の
閲
覧
等
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
八

女
市
で
も
、
償
却
資
産
の
申
告
の
有
無
や
内
容
を
確

定
申
告
書
等
の
減
価
償
却
と
照
合
し
て
適
正
な
申

告
を
促
し
、
課
税
を
行
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
、
12
月
中
に
申

告
書
と
明
細
書
を
送
付
し
ま
す
。
平
成
24
年
１
月

１
日
現
在
所
有
す
る
償
却
資
産
の
内
容
を
、
平
成

24
年
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
初

め
て
申
告
す
る
人
な
ど
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

や
、
不
明
な
点
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
国
・
県
・
市
か
ら
の
補
助
金
等
に
よ
り
取
得
し
た

資
産
は
、
そ
の
資
産
自
体
の
本
来
の
価
値
が
反
映
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
補
助
金
と
自
己
負
担
額
を

合
計
し
た
額
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
に
な
ら
な
い
も
の

　

事
業
用
資
産
で
あ
っ
て
も
、
次
の
も
の
は
償
却
資

産
の
課
税
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
耐
用
数
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
格
が
10
万

円
未
満
で
、
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
一
時
に
損
金

ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
た
も
の
。（
少
額
償
却

資
産
）
②
税
務
会
計
に
お
い
て
、
取
得
価
格
が
20
万
円

未
満
で
、
３
年
間
で
一
括
し
て
均
等
償
却
を
行
う
も
の
。

（
一
括
償
却
資
産
）。
③
自
動
車
や
軽
自
動
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
、自
動
車
税
な
ど
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

評
価
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

　

申
告
い
た
だ
い
て
も
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在

に
お
け
る
償
却
資
産
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の
合

計
が
１
５
０
万
円
未
満
の
人
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

１
５
０
万
円
以
上
の
人
は
、
土
地
や
家
屋
と
合
算
し

て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

⃝
申
告
期
間
＝
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
～
１
月
31
日

㈫
ま
で
※
償
却
資
産
に
増
減
が
な
い
場
合
で
も
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
提
出
先
＝
▽
八
女
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
上
陽
・
立
花
・

矢
部
・
星
野
支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
１
月
は

償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

償却資産とは……
　償却資産とは、事業のために用いている資産で具体
的には次のようなものがあります。
対象となる償却資産の具体例

《構築物》広告塔、駐車場の舗装、フェンス、井戸、
ハウス、店内改装など

《機械及び装置》　印刷設備や旋盤などの工作機械類、
ブルドーザーなどの建設機械類、物品製造や食料品な
どの加工設備類、防霜ファンなどの農業設備類など

《車両及び運搬具》乗用摘採機、運搬機など
《工具・器具及び備品》パソコンやコピー機などの事
務機器、理容・美容業用機器、医療用機器、農業用
機器、応接セット、冷蔵庫、自動販売機など
※ミシンを家庭用として使用している場合は、課税対
象になりませんが、事業用として使用している場合は
償却資産として課税対象になります。

合
併
に
伴
う
税
率
の
変
更
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
税
率
は
１
・
６
％
で
す
が
、
旧
上
陽

地
区
は
平
成
23
年
度
ま
で
１
・
４
％
、
旧
黒
木
・
立
花
・

矢
部
・
星
野
地
区
は
平
成
24
年
度
ま
で
１
・
４
％
で
す
。

そ
の
た
め
、
旧
上
陽
地
区
は
来
年
度
（
平
成
24
年
度
）

か
ら
税
率
が
旧
八
女
市
と
同
じ
１
・
６
％
に
な
り
ま
す
。



　
調
印
式
で
は
、
八
女
不
動
産
協

業
会
（
内
20
業
者
が
協
定
）
の
西

村
正
孝
会
長
と
全
日
本
不
動
産
協

会
福
岡
県
支
部
加
盟
業
者
で
あ
る

株
式
会
社
大
徳
の
堤
隆
徳
代
表
が

八
女
市
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
「
不
動
産
業
界

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
た
あ
と
、
中
山
間
地
域
の
厳

し
い
現
状
に
つ
い
て
説
明
。「
過
疎

高
齢
化
は
市
に
と
っ
て
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
の

空
き
家
を
生
か
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ

タ
ー
ン
等
を
促
し
た
い
。
人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
多
く
の

人
た
ち
に
こ
の
空
き
家
バ
ン
ク
を
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
情
報

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
空
き

家
バ
ン
ク
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

1月1日（祝）
大内医院 酒井田 ２４・１３９８
耳納高原病院 星野村 ５２・３１３５
香月歯科医院 本村 ３０・１３３３
大坪歯科医院 上陽町 ３３・７０１１
1月2日（休）
東　医院 矢原町 ２３・５２１２
みやざき内科医院 立花町 ３７・０００８
高橋じゅんじ歯科医院 本町 ２３・５５１７
山本歯科医院 本町 ２４・３３０５
ちぢわ耳鼻咽喉科 広川町 ３２・０１４４
1月3日（休）
富田クリニック 蒲原 ２４・４８１０
クリニックくろぎ 黒木町 ４２・０８８７
有吉歯科クリニック 筑後市 0942・27・9844
大淵歯科医院 本村 ２３・４８２３
1月8日（日）
黒岩外科 日の出町 ２３・２８５８
しばた医院 上陽町 ３３・７３７３
下川歯科医院 筑後市 0942・53・7720

1月9日（祝）
大内医院 酒井田 ２４・１３９８
今村循環器科・内科 黒木町 ３３・２１１５
山崎歯科医院 本町 ２４・３９６1
1月15日（日）
いしもと小児科 岩崎 ２２・７１１１
後藤内科医院 上陽町 ５４・２２２１
香月歯科医院 本村 ３０・１３３３
山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225
江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347
1月22日（日）
戸次循環器科内科 馬場 ２２・３１００
矢部診療所 矢部村 ４７・２７００
稲冨歯科医院 広川町 ３２・５１２３
1月29日（日）
富田クリニック 蒲　原 ２４・４８１０
林　医院 立花町 ２３・５５５７
内藤歯科医院 黒木町 ４２・４０８６
ちぢわ耳鼻咽喉科 広川町 ３２・０１４４

救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
柳病院 吉田 ２３・２１７６
川﨑病院 納楚 ２３・３００５
馬場病院 広川町 ３２・３５１１
夜間小児救急医療　（19:00 ～ 22:00）
▶月・水・金
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
▶火・木
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
日祝日小児救急医療　（9:00 ～15:00）
▶1月1日㈷・3日㉁・9日㈷・15日㈰・29日㈰
公立八女総合病院 高塚 ２３・４１３１
▶1月2日㉁・8日㈰・22日㈰
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
県小児救急医療電話相談
▶ 19:00 ～ 23:00
聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
▶ 23:00 ～ 7:00
県指定健康相談事業者 ♯8000

✚1月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので、電話で確認してください。

八女市観光ホームページを開設しました !
※八女市公式ホームページからも見ることができます。

S http://chanokuni.com

「
八
女
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

12
月
１
日
ス
タ
ー
ト

八
女
市
は
、
市
内
の
中
山
間
地
域
（
黒
木
・
立
花
・
上
陽
・
矢
部
・
星
野
）
で
増
加
す
る
空
き
家

を
有
効
活
用
し
て
、
地
域
住
民
と
都
市
住
民
の
交
流
お
よ
び
定
住
・
二
地
域
居
住
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
11
月
14
日
㈪
、
仲
介
を

行
う
市
内
の
不
動
産
業
者
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
空
き
家
情
報
に
つ
い
て
は
12
月
１
日
か
ら
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
、
定
住
サ
イ
ト
「
八
女
に
、
住
ん
で
み
ら
ん
の
」
の
な
か
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（写真左から）握手を交わす西村会長、三田村市長、堤代表

※市では、売買・賃貸の仲介は行ってい
ません。契約交渉のすべてを市と協定し
た「市内の不動産業者」の仲介で進めて
いただきます。なお、不動産業者の仲介は、
法律で定められた仲介手数料が必要とな
ります。詳細については八女市ホームペー
ジをご覧いただくか、八女市空き家バン
ク情報センターへお問い合わせください。
★空き家バンク情報センターをお訪ね
の際は、あらかじめお電話ください。

「八女市空き家バン
ク情報センター」

（黒木総合支所内）
☎ 42・1111（内線 411）
O42・4591

空き家バンクに関する問い合わせ 中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
促
す

空き家を活用し
定住促進！


